
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計結果 

正答数集計値・分布グラフ 

全国学力・学習状況調査 中学校 国語 

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別集計結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
場面 内容 表現 

前半 ・蝶の収集を見

せる私 

・不愉快そうに

する客 

・少年時代の出

来事を語り始め

る客 

 
昼間の明るさは消え
うせようとして 
いた。 
 
 
彼の姿は、外の闇から 
ほとんど見分け 
がつかなかった。 

後半 

始め 

・ちょう集めに

夢中になる僕 
今でも、美しい… 

 

終末  
 
・ちょうを押し

つぶす僕 

 
ちょうを一つ一つ取
り出し、指で粉々 
に押しつぶして 
しまった。 

 

全国学力・学習状況調査 授業改善のポイント（調査問題４三） 

文章の表現の効果について、 

根拠を明確にして考えることができる生徒 

正答例  ４ 三   
「手なれた仕事だ。」と付け加えることで、
竹を割る翁の様子を読者が想像できるよ
うにしている。 

ここがつまずき！  
 

表現が、どのように工夫されているかという問いに対して、表現の特徴だけ挙げている。 
→表現について考える際には、表現の特徴だけではなく、表現の効果(正答例下線部)まで捉える 
ことが必要となる。 

誤答から見える 

生徒のつまずき！ 

１学年の学習で…

特徴的な誤答   
「笠、竿、笊、籠、筆、箱、筒、箸」が具体的に書かれて
いる。（解答類型２） 

第１学年 Ｃ読むこと(1)エ 
表現の効果、根拠を明確に 
教材名：「少年の日の思い出」（光村図書） 

 
＜学習活動例＞ 表現の効果について考えよう。 
工夫された表現を取り出すことにとどまらず、その表現が作品の内容を
伝えたり印象付けたりする上で、どのように働いているか、作品におけ
る表現の効果についての考えを深める。 

それぞれの表現が、文章においてどのように 

働いているのかを考える学習課題を設定しよう！ 

ここが 

POINT 

様々な表現について、作品の中でどのように働いているのかを考えることができるようにしましょう。 

日々の学習における 

改善･充実 

作品の内容と関連付けて表現について考えることで、工
夫された表現を取り上げるだけでなく、表現とその効果
も考えることができましたね。友達に紹介する際は、表
現の特徴と効果を整理して、理由も加えて伝えましょう。 

僕が注目した「ちょうを一つ一つ…」の文では、ち「粉々
に」という表現によって、エーミールに対する僕の強
い思いを印象付けていると思いました。 

「昼間の明るさは…」の表現に注目しました。「消え
る」ではなく「消えうせる」と表現することで、より
暗いイメージを与えていると思います。 

私は「彼の姿は…」という描写に注目しました。闇
の意味を調べると「光のないこと」とありました。
「闇」という言葉で表現することで、客の救われな
い状況も表しているのではないかと考えました。 

…
 

…
 

前時は、場面ごとの内容とともに、この作品の工夫された表現についてまとめました。今日は、一人一人が
注目した表現について、作品の内容と関連付けながら話し合い、その表現が作品に対し、どのような効果を
生み出しているのか考えましょう。 

＜言語活動例＞イチオシの表現とその効果を 
紹介しよう。  

作品中の工夫された表現とその効果について、根拠とな
る部分、理由を明確にして考える。 
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 中学校 国語 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 授業改善のポイント（調査問題４三） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「令和５年度 全国学力・学習状況調査 報告書」（国立教育政策研究所） 

【授業アイディア例】とあわせてご活用ください。 



知思態
言
葉
情
報
言
語
話
聞
書読

選択 ◎ ◎

選択 ◎ ◎

記述 ◎◎ ◎

短答 ◎ ◎

短答 ◎ ◎

短答 ◎ ◎

短答 ◎ ◎

短答 ◎ ◎

短答 ◎ ◎

県正答率
（％）

全国正答率
（％）

県-全国正答率
（ポイント）

領
域

言葉の特徴や使い方に関する事項 67.6 66.7 0.9
情報の扱い方に関する事項 44.7 42.1

実施生徒数
（人）

設問数
（問）

県正答率
（％）

全国正答率
（％）

県-全国正答率
（ポイント）

5,567人 26問 63.2 63.9 -0.7

-3.7

2.6
我が国の言語文化に関する事項

書くこと 54.1 56.7 -2.6
読むこと 62.2 61.2 1.0

91.8 93.1 -1.3
話すこと・聞くこと 63.8 67.7 -3.9

50.0

　設問別正答率

通
し
番
号

解
答
形
式

観点 領域

問題の内容 出題のねらい

(

%

)

県
正
答
率

(

%

)

全
国
正
答
率

(

ポ
イ
ン
ト

)

全
国
と
の
差

解
答
形
式

選択式 64.8 64.8 0.0
短答式 71.4

観
点

知識・技能 64.2 63.1 1.1
思考・判断・表現 58.9 60.4 -1.5

主体的に学習に取り組む態度

70.4 1.0
記述式 48.1 52.3 -4.2

46.3

77.1 -3.4

3
自分の考えや根拠が明確にな
るように、話の構成を考えてい
る。

26.9 32.7 -5.8

1

話し合いの内容を
聞き取る

必要に応じて記録しながら話の
内容を捉えている。 90.8 93.2 -2.4

2
話題や展開を捉えながら話し
合い、互いの発言を結び付け
て考えをまとめている。

73.7

-4.8

5 99.4 99.1 0.3

4

漢字を読む
第１学年までに学習した漢字を
正しく読んでいる。

78.8 83.6

6 98.9 98.3 0.6

7 55.0 57.0 -2.0

8 57.0 58.5 -1.5

9 43.3 30.7 12.6

漢字を書く
小学校で学習した漢字を正しく
書いている。

漢字を書く
小学校で学習した漢字を正しく
書いている。

山梨県学力把握調査 中学校 国語



短答 ◎ ◎

短答 ◎ ◎

選択 ◎ ◎

選択 ◎ ◎

選択 ◎ ◎

選択 ◎ ◎

短答 ◎◎ ◎ ◎

選択 ◎ ◎

選択 ◎ ◎

選択 ◎ ◎

選択 ◎ ◎

選択 ◎◎ ◎ ◎

記述 ◎◎◎ ◎ ◎

記述 ◎◎ ◎

記述 ◎ ◎

記述 ◎◎ ◎

記述 ◎◎ ◎

18.4 -0.8

13
故事成語について理解してい
る。 84.4 84.2 0.2

-1.3

11 単語について理解している。 74.4 70.9 3.5

10
歴史的仮名遣いについて理解
している。 91.8 93.1

12
文節の関係について理解して
いる。 17.6

文法・語句に関する事
項

2.3

15
文章の構成や展開について、
根拠を明確にして考えている。 61.3 57.7 3.6

14

説明的な文章の内容
を読み取る

文章の内容について叙述を基
に捉えている。 68.0 65.7

16
情報と情報との関係について
理解し、必要な情報に着目し
て、内容を解釈している。

43.9 42.4 1.5

17

文学的な文章の内容
を読み取る

登場人物の心情について、描
写を基に捉えている。 78.4 79.6 -1.2

18
表現の効果について、根拠を
明確にして考えている。 56.0 55.0 1.0

19
文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えを確かなも
のにしている。

65.6 66.5 -0.9

20

報告する文章を書く

読み手からの助言を踏まえ、自
分の文章のよい点を見いだし
ている。

75.0 75.4 -0.4

21

情報と情報との関係について
理解し、自分の考えが伝わる
文章になるように工夫してい
る。

42.0 40.5 1.5

22
情報と情報との関係について
理解し、読み手の立場に立っ
て、文章を整えている。

48.1 43.5 4.6

26
自分の考えを明確にして書い
ている。 48.0 53.4 -5.4

-7.5

24
２段落構成で文章を書いてい
る。 56.6 63.7 -7.1

23

文章を書く

指定された長さで文章を書いて
いる。 58.7 66.2

25
読み取った内容を明確にして
書いている。 50.1 54.2 -4.1

【観点について】
（知）知識・技能、（思）思考・判断・表現、（態）主体的に学習に取り組む態度
【領域について】
（言葉）言葉の特徴や使い方に関する事項、（情報）情報の扱い方に関する事項、（言語）我が国の言語文化に関す
る事項、（話聞）話すこと・聞くこと、（書）書くこと、（読）読むこと



13 84.4 84.2 選択 0.2

問題の内容 文法・語句に関する事項

【成果が見られる設問】

通し番号 県正答率（％） 全国正答率（％） 出題形式
全国正答率との差

（ポイント）

14 68.0 65.7 選択 2.3

問題の内容 説明的な文章の内容を読み取る

出題のねらい 故事成語について理解している。

通し番号 県正答率（％） 全国正答率（％） 出題形式
全国正答率との差

（ポイント）

15 61.3 57.7 選択 3.6

問題の内容 説明的な文章の内容を読み取る

出題のねらい 文章の内容について叙述を基に捉えている。

通し番号 県正答率（％） 全国正答率（％） 出題形式
全国正答率との差

（ポイント）

3 26.9 32.7 記述 -5.8

問題の内容 話し合いの内容を聞き取る

出題のねらい 文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えている。

【課題が見られる設問】
☆次のページに、通し番号22「情報の扱い方に関する事項」「書くこと」の具体的な授業例を提示

通し番号 県正答率（％） 全国正答率（％） 出題形式
全国正答率との差

（ポイント）

12 17.6 18.4 選択 -0.8

問題の内容 文法・語句に関する事項

出題のねらい 自分の考えや根拠が明確になるように、話の構成を考えている。

授業改善の手立て

説明や発表などの学習活動をする際に、話の全体として伝えたいことを明確にするとともに、
それを分かりやすく伝えるために、集めた材料や具体的な事実などの話の付加的な部分と、
自分の感じたことや考えたことなどの話の中心的な部分を、どのように順序立てて伝えるか
考えるなど、自分の考えやその根拠が明確になるように話を構成することができるようにする
ことが大切である。

通し番号 県正答率（％） 全国正答率（％） 出題形式
全国正答率との差

（ポイント）

出題のねらい 文節の関係について理解している。

授業改善の手立て

主語と述語の関係をはじめとする文節どうしの関係を指導する際には、それぞれの文節が文
のどのような成分になるかなどの理解を、個別の知識の習得に留めず、「B書くこと」の「推敲」
などの学習過程における指導との関連を図るなど、思考・判断し表現することを通じて深める
ことが大切である。学習の導入時に、小学校段階の既習事項を振り返ることも有効である。

通し番号 県正答率（％） 全国正答率（％） 出題形式
全国正答率との差

（ポイント）

出題のねらい 情報と情報との関係について理解し、読み手の立場に立って、文章を整えている。

授業改善の手立て

推敲の学習活動をする際に、自分が書いた文章の説明や具体例、描写などについて、表記
や語句の用法、叙述の仕方、表現の効果などに着目して見直し、これらの表現が、自分の考
えを明確に伝えるために機能しているか、どのような効果を生んでいるかなどについて検討
し、そのうえで誤解のない表現やより効果的な表現にしていくように指導することが大切であ
る。

22 48.1 43.5 記述 4.6

問題の内容 報告する文章を書く

成果及び課題が見られる設問は、主に「県正答率」「全国正答率との差」を踏まえて、取り上げています。
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県学力把握調査 授業改善のポイント（調査問題通し番号 22） 

情報と情報の関係について理解し、根拠を明確にして、 

自分の考えが伝わる文章が書くことができる生徒 

る生徒 

  

 

分析と課題  
 

情報と情報との関係について理解し、

読み手の立場に立って、文章を整える

問題 

・情報と情報との関係について理解し、自分の伝えようと

する事実や事柄、意見などが十分に書き表されているか

どうかを検討することに課題がある。 

課題の見られる設問 ６(3）  

１学年の学習で…

レポート等を書く活動の前に、つまずきとなりそうな点を 

事前に意識したり、確認したりできる学習内容を設定しよう 

ここが 

POINT 

第１学年 知技(２)情報の扱い方に関する事項 ア「情報と情報の関係」 
     B 書くこと(1)ウ 「考えの形成、記述」 
指導のﾎﾟｲﾝﾄ：原因と結果、意見と根拠、根拠を明確にする 
教材名：「根拠を示して説明しよう」（光村図書） 
 

＜学習活動例＞ モデルレポートを検討しよう。 
◎個人でレポートを作成する前に、教師が示す「学習の目標に対して 

不十分なモデルレポート」について、改善の方法を考える。 

 

 
 
中学生にとってインターネットの利用時間はどれぐらいがよいか。 
 
１ 課題  

 

４ 調査の結果  
❶ クラスアンケート調査の結果 
・利用時間の平均：約２時間３０分 
・主な利用内容：動画視聴・ゲーム・音楽視聴・家庭学習 
 
❷ 使用時間と成績の関係 
 
 
令和４年度 
全国･学力学習 
状況調査 
質問紙と学力の 
クロス分析データ 
から作成 
 
国立教育政策 
研究所ＨＰより 
 
５ 考察  
 クラスのアンケート結果を見ると、利用時間の平均は、約２時 
間３０分だった。国立教育政策研究所が出した「令和４年度全国 
学力･学習状況調査質問紙と学力のクロス分析」によると、 １時 
間以上の使用が原因で、成績が下がるため（資料）、 長時間の使 
用は私たちの学力に悪い影響を及ぼすと考えられる。 
 いっぽう、インターネットの利用が、時間の短縮や学習に役立 
つといったメリットもあると思う。 
よって、利用内容にもよるが、私は中学生の時期はインター 

ネットの利用時間は、１時間以内にするとよいと考える。 
 
 

 

〔思考力、判断力、表現力等〕における指導では、〔知識及び技能〕との関連を図り、相互に指導の効果を高めましょう。 

＜言語活動例＞ レポートを書こう 
書くことの学習において  
→情報と情報の関係（原因と結果・意見と根拠）に 
ついて理解し、根拠を明確にしてレポートを書く。 

   「１時間以上の使用が原因で、成績
が下がるため」って書いてあるけれ
ど、本当に、それが原因で成績が下が  

ると言えるのかな。必ずしも 
そうとは言えないよね。 

 
確かにそうだね。ただ、長時間の使用は学
力に悪い影響を及ぼすということに対して
関係が見られる資料だよね。 
表現を「１時間以上の使用は、使用時間に
比例して、成績が下がるという 
調査結果もあるため」とすれば、 
どうかな。他のグループは、 
どのように考えているのかな… 
 

これからみなさんに書いてもらうレ
ポートのモデルを配布しました。 
このレポートを読んだときに、伝えた
いことが伝わってきますか。改善点が
あれば、コメントに記入しましょう。 

…
 

（資料） 

 

考察で、「インターネットの利用が、
時間の短縮や学習に役立つといったメ 

リットもあると思う」と書いてあるけれど 
どのようなことを言っているのだろう。 

 
どのようなことをメリットと考えているの
かを伝えるための、具体例がほしいね。 

レポートのモデルは、原因と結果の捉
えや意見に対する根拠の部分に不十分
な点があることに気付けましたね。こ
の点を意識して、説得力のあるレポー
トを実際に作成していきましょう。 

数学 


